
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

研　　修

・教職員のニーズに応じた質の高い研
修を効率的に実施する。

・各課のアンケートや職員要望アンケートの結果を踏まえた研修を実施し、出席率を９０％以上にする。

・職員にとって真に必要な研修を時機を見極めて実施すると同時に、研修資料として必要な蔵書の充実を目指し、図書館利用の促進を図る。

・状況に応じた教科指導力の向上を目
指す。

・相互授業参観を実施し、自己の授業の課題やより良い指導法を見出す機会とし各自の技術力の向上を目指す。

・様々な状況下（オンライン授業等）での授業法の習得や、その技術力の向上を目指す。

企画庶務

・学校行事の円滑な企画・運営を行
う。

・各部との連携を適宜行う。２カ月ごとの行事予定を前月後半に配布する。

・感染症対策に立った視点から各行事の規模・時間・人数制限等を考慮して企画・運営を行う。

・ＰＴＡ活動の支援を行う。

・役員会・常任委員会の活動を支援し、感染症に配慮した活動を行う。

・PTA総会の書面決議を速やかに実施し、感染対策を行いながら炊き出し等も協力していく。

保　　健

・感染症対策という視点からの校内美
化活動の活性化を目指す。

・感染症対策を踏まえながら、臨機応変に環境整美を行う。

・「基本、学校にゴミを持ち込まない！持ち込んだゴミは持ち帰る！」というスローガンを推進する。

・感染予防のための行動の定着化を
図り、心身両面からの支援と情報提供
を行う。

・感染症対策のための情報提供を迅速に行い、実態に応じた対策のための手立てを行う。

・教育相談の充実を図る。

進路指導

・キャリア教育を充実させ、希望進路
の１００％達成を目指す。

・３年生への面接指導や受験指導を徹底する。

・大学進学希望者を集め、定期的に状況を把握し支援する。（大学支援講座の充実）

・進路行事の充実を図る。

・ようこそ先輩、インターンシップなど状況に応じて実施する。

・学年と連携をとりながら実施する。

生徒指導

・基本的生活習慣の確立と規範意識
の高揚を図る。

・いじめの防止と撲滅に取り組む。

・自尊感情や自立心、思いやりのある心の育成に努める。

・部活動加入率の向上と生徒会活動
の充実感の向上を図る。

・1年生の部活動加入率７０％以上を目指して取り組む。

・安全な部活動の指導体制づくりや外部指導者を導入する。

教　　務

・新学習指導要領の実施に向けて、観
点別評価（3観点）を推進する。

・令和4年度からの3観点への変更に対応できるよう教務内規を検討する。

・成績処理シートなどの評価方法について、教員間で情報を共有できる体制を作る。

・令和4年度からの新学科について、
広報課、農務部と連携し、中学校・保
護者・地域の方に理解してもらう。

・体験入学などの行事に、中学１・2年生が参加しやすくなるよう工夫する。

・広報課、農務部と連携して、関連資料や広報物の作成を工夫する。

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

広　　報

【成果】
○授業規律に対する全職員の共通理解を図る取組。
○中学校・塾教師向け学校説明会を実施した新たな広報
活動。
○自主的な生徒会活動による学校行事の活性化。
○進学・就職への進路実現に向けた効果的な取組。
【課題】
○定員割れを起こさない、魅力ある学校づくりの取組。
○教師・生徒の危機管理に対する意識の向上への取組。
○国公立大学への進学実現のための取組の計画的な実
践。
○効果的な広報活動による地域との連携・協力体制の推
進。

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標

・広報活動を充実させる。

・学校ホームページを刷新する。

具　体　的　方　策

・学校案内等の資料を見直し、充実した資料の作成を行う。

・教務課、農務と連携し、学校紹介イベントを実施する。

・学校ホームページを充実させ、閲覧回数を増やす。

・ホームページ更新について周知させ、月に４回は更新する。

年　度　重　点　目　標

教育活動全体をとおして、鍛えて、ほめて、生徒の可能性を伸ばす教育を行う。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図り、確かな学力と実践
力の向上を目指す。

入学から卒業まで一貫したキャリア教育の充実を図り、希望する進路を１００％
実現する。

基本的生活習慣の確立と規範意識の高揚を図るとともに、自律心と思いやりの
ある心豊かな人間形成を目指す。

学　校　運　営　計　画　（４月）

具　体　的　目　標
学科再編を含む教育課程を検討し、新学習指導要領に即した教育実践を検討する。また、その内容について、生徒募集のために中学校や地域への周知を図り、
ＨＰの充実や地域、マスコミ等への広報活動を推進する。

主体的・対話的で深い学びを実践した授業改善に取り組み、生徒の基礎学力向上を図る。また地元企業と連携した農産物、加工品の研究、製造を推進し、学校
ブランド化を推進する。

３年間を見通したキャリア教育プランの充実を図り、生徒の希望する進路(進学・就職）を実現する出口対策を強化し、１００％の進路実現を目指す。また、国公立
大学への進学者を輩出するため、進学指導を充実させる。

学習環境の整備及び教育相談の充実を図り、いじめの防止と撲滅に取り組む。また、全教科・全領域において人権教育を推進し、道徳的実践力を高め、自尊感
情や自立心思いやりのある心の育成に努める。

様式３

自己評価

令和　　３　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立福岡県立糸島農業高等学校

学校関係者評価

次年度の主な課題
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

・挨拶や授業、掃除への取り組みなどＨＲや学年集会等で根気強く指導することで学校生活全般に渡って意識を高くして取り組ませる。

・朝トレやＨＲ、総探の時間に取り組んだ内容を繰り返し行わせることで、基礎学力の向上を図る。

・小論文指導において、体育祭など様々な行事でも感想文を書かせるなど指導の充実を図る。

・面接指導において、学年と学科が連携し、役割を分担することで面接指導の充実に努める。

・会計処理について法令遵守を徹底するとともに、節減を実施し、限られた予算の効率的な執行を行う。

・教員と連携し、新型コロナウイルス感染症防止のための対策を適切に実施する。

・学校での生産物販売において、厳密な法令遵守の手続きを行う。

・教員と連携し、予算の効率的な執行を行い、農場管理の充実を図る。

事務室

・学校教育活動全般の指導の見直し
を図り、進路意識の向上を図る。

・希望進路の実現に向け、小論文・面
接指導の充実を図る。

・適切な会計処理とコロナ対策の充実
を図る。

・農場管理の充実及び発展を目指す。

第３学年

農　　務

人権･同
和教育

第１学年

第２学年

・地域の特産物を活用した官・民・学の連携プロジェクトを展開する。

・学年集会等で挨拶や集合時に静かに待機できるように繰り返し指導する。

・本人の責任ではない理由で修学が困難な
生徒を支援するために、人権意識に基づい
た学校全体での組織的な支援を行う。

・基本的生活習慣の徹底を図る。

・学習意欲を喚起するために授業・HR
活動を充実させる。

・挨拶、人の話を聞く態度を身につけさ
せる。

・学力と進路意識の向上を目指す。

・授業で正しい姿勢、うなずきや、応答ができるように指導する。

・自学ノートを継続し、学習習慣の定着を図る。ゼロトレに就職問題を取り入れ、進路意識を高める。

・個人面談、三者面談を活用し、進路について話し合う機会を設け、進路意識を高める。

・新学習指導要領や学科再編を見据
え、準備室を立ち上げ、対応を加速
し、特徴ある学科としていく。

・農業教育におけるＩＣＴ化の取組と地
域と連携した活動を強化する。

・各学年のテーマに基づき、個別の人権課
題を取り上げながら人権学習を進め、本校
における人権・同和教育の推進を図る。

・ネット環境の活用も含めたＩＣＴを活用した農業教材を充実する。

・農業科職員の準備室の割当及びスケジュールを提示する。

・定期的にSCからの助言を受けながら生徒支援を実行する。

・前期、後期の２回、生徒情報の共有を全職員で実施する。

・科目の運用と施設の充実計画を作成する。

　・
　・
　・
　・

評価項目以外のものに関する意見

　・

・毎朝のSHRや授業等において、挨拶・机上の整理整頓等の指導を根気強く行う。

・生徒とのコミュニケーションだけでなく、保護者と密に連絡を取り合い信頼関係を築き、個に応じた指導を行う。

・各教科における学び直し、授業内容の復習を中心とした自学ノートでの家庭学習などにより,基礎学力を身に付けさせる。

・専門教科を中心とした「知」のクラスマッチなど、学習に対する興味を惹くことのできる活動を行う。

・毎月１回、人権・同和教育・生徒支援委員会を開催する。

・身近の人権課題、同和問題、進路保障へと学びを進める。


